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第４９回大会

◆男子の部

全国高等学校ゴルフ選手権大会
文部科学大臣杯争奪　第49回個人の部

最終成績

日　時・平成17年8月9日・10日
コース・男子＝那須野ヶ原カントリークラブ（6879ヤード、パー72）

・女子＝25メンバーズクラブ琵琶池コース（6321ヤード、パー72）

ï藤本　佳則
（宮　城　東　　北①） 133（65・68）
ñ永野竜太郎
（茨　城　水　　城②） 137（68・69）
ñ服部大輔
（千　葉　千葉日大一②） 137（68・69）
ò伊藤勇気
（茨　城　鹿島学園③） 138（69・69）
ò薗田峻輔
（東　京　杉並学院①） 138（70・68）
ò山元貴大
（鹿児島　尚 志 館③） 138（68・70）
õ宇佐美祐樹（東　京　杉並学院②） 139（70・69）
õ中西　直人（兵　庫　クラーク記念国際②） 139（69・70）
ù宮里　政志（茨　城　鹿島学園③） 140（71・69）
ù渡辺　権人（栃　木　佐野日大③） 140（70・70）
ù松岡　勇作（福　岡　沖 学 園②） 140（69・71）
†杵鞭　謙二（茨　城　鹿島学園③） 141（73・68）
†小平　　智（東　京　駒場学園①） 141（68・73）
¢鳴海　　翼（北海道　尚志学園③） 143（75・68）
¢大溝　崇真（千　葉　拓大紅陵②） 143（72・71）
¢青山　禎達（大　阪　大阪桐蔭③） 143（73・70）
¢江口　幸輝（福　岡　沖 学 園③） 143（70・73）
¶柴田健太郎（宮　城　東　　北②） 144（74・70）
¶高柳　直人（千　葉　拓大紅陵②） 144（75・69）
¶並木　啓枝（千　葉　多　　古②） 144（71・73）
¶坂上　陸郎（埼　玉　埼 玉 栄③） 144（72・72）
¶前田　和宏（高　知　明徳義塾②） 144（73・71）

◆女子の部

ï森　　桜子
（宮　城　東　　北①） 142（69・73）
ñ向山　　唯
（京　都　聖母学院③） 142（70・72）
ñ原　江里菜
（宮　城　東　　北③） 142（70・72）
ò木戸　　愛（宮　城　東　　北①） 144（73・71）
ò有村　智恵（宮　城　東　　北③） 144（71・73）
ò服部　真夕（岐　阜　美濃加茂③） 144（75・69）
õ若林舞衣子（新　潟　開志学園②） 145（75・70）
ú笠　りつ子（熊　本　東海大二③） 146（72・74）
ù福岡あず沙（愛　知　星　　城①） 147（74・73）
û佐藤のぞみ（宮　城　東　　北③） 148（74・74）
û桜井　有希（京　都　京都学園②） 148（74・74）
†菊地絵理香（宮　城　東　　北②） 149（72・77）
†大和笑莉奈（宮　城　東　　北①） 149（75・74）
†綾田　紘子（東　京　共立女子二③） 149（76・73）
†新井　麻衣（福　井　福井工大付福井②） 149（71・78）
†森田理香子（京　都　京都学園①） 149（71・78）
†秋山紗恵子（岡　山　おかやま山陽③） 149（75・74）
†小橋絵利子（香　川　香 川 西②） 149（73・76）
†下村　樹美（熊　本　東海大二②） 149（74・75）
®西村　友希（埼　玉　埼 玉 栄②） 150（74・76）
®小川茉奈美（千　葉　千葉学芸③） 150（76・74）
®v原えりか（東　京　成城学園①） 150（74・76）
®牧　　里奈（愛　知　栄　　徳①） 150（73・77）
®上原　美希（沖　縄　沖縄尚学②） 150（76・74）

女子は宮城・東北の森桜子が記録ずくめの初優勝を飾った。過去に平瀬

真由美（熊本・熊本市立）福嶋晃子（神奈川・白鵬女子）らビッグネーム

も達成している１年生での個人戦制覇は、東北の先輩・宮里藍が01年大会

（第45回）でなし遂げて以来、４年ぶり。団体戦との２冠は00年大会（第

44回）の古閑美保（熊本・東海大二）以来、５年ぶり史上２人目の快挙と

なった。

森は大会初日に３連続バーディーを２度記録するなど、攻めのゴルフで

69を叩き出し、プロツアーでも実績のある東北の先輩・原江里菜（３年）

金田久美子（福岡・沖学園１年）らを抑えて単独首位に立った。重圧のか

かる最終日は一時、原に逆転を許したが、終盤の粘り腰で首位に再浮上。

史上３度目となったプレーオフでは１ホール目の10番パー４（382ヤード）

で４メートルのバーディーパットを沈め、原、向山唯（京都・聖母学院３

年）を退けた。試合終了後のインタビューでは「緊張すると、顔に出るタ

イプなんです。（プレーオフでは）心臓が痛くて。でも、最後のパットは

完ぺきでした」と優勝シーンを振り返った。01、02年の宮里藍以来の大会

連覇を目指した原は７番からの３連続バーディーで一気に単独首位に立っ

たが、終盤に入ると、思うようにスコアを伸ばせず、レギュラーの最終18

番パー４（390ヤード）では４メートルのウイニングパットがカップの左

ふちをなめる不運もあった。

男子も宮城・東北の１年生・藤本佳則が初優勝を果たした。初日65の快

スコアで２位に３打差をつける会心のスタートを切ると、最終日も68の好

スコアをマークし、伊藤勇気（茨城・鹿島学園３年）永野竜太郎（茨城・

水城２年）ら実力者の追撃を楽々、振り切った。「勝てるとは思ってなか

ったのでびっくりですね」中学時代には78キロあった体重を高校入学後に

65キロまで絞ったトレーニングの成果が全国大会初制覇という最高の形で

表れた。

同一校による男女個人戦アベック優勝は史上初の快挙だった。
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